
 
 

 

第 21 回男⼥共同参画学協会連絡会シンポジウム 

フィールドワーク分野のダイバーシティとインクルージョン 

〜誰もが能⼒を発揮し輝くために〜 

 
【⽇時】2023 年 10 ⽉ 14 ⽇（⼟）10:00〜16:30 
【形式】東京⼤学弥⽣講堂⼀条ホール＆オンライン（Zoom webinar）開催  
【主催】⼀般社団法⼈男⼥共同参画学協会連絡会（幹事学会：⼀般社団法⼈⽇本⽣態学会） 
【共催】東京⼤学 
【後援】⽂部科学省、独⽴⾏政法⼈国⽴⼥性教育会館、⼀般社団法⼈国⽴⼤学協会、 

⼀般社団法⼈⽇本私⽴⼤学連盟、内閣府男⼥共同参画局、厚⽣労働省、 
経済産業省（申請中）、国⽴研究開発法⼈科学技術振興機構、⽇本学術会議（申請中） 

【参加費】個⼈会員・⼀般：無料、学協会・⼤学等：7000 円 
【参加申込】QR コードから 〆切：2023 年 10 ⽉ 8 ⽇（⽇） 

※⼀般の⽅はオンラインでご参加ください 
【問合せ】男⼥共同参画学協会連絡会第 21 期事務局（danjo_office21@djrenrakukai.org） 
【⽬的】 

男⼥共同参画学協会連絡会が設⽴されて今年で21年となりました。 
連絡会の活動では、およそ５年ごとの科学技術系専⾨職の男⼥共同参画実態調査（⼤規模調

査）の合同活動に加え、各学会においては委員会やワーキンググループが中⼼となり、学会員を
対象としたさまざまな取組がなされてきました。現在、加盟学協会はオブザーバー学会を含め、 
122となっており、今後さらなる広がりが⾒込まれます。そこで、本シンポジウムの午前の部で
は、お互いの学会の取組についての情報交換をあらためておこないたいと思います。各学会での
取組の好事例や課題についてアンケートにより抽出し、各学会での課題解決のヒントとなる取組
をご報告いただきながら、科学技術分野の男⼥共同参画の推進に向けてさらなる⼥性研究者⽀援
の⽅策をみなさんと共に考えたいと思います。 

加盟学会を⾒渡すと、フィールドワークを伴う研究分野も多数みられます。しかし、これまで
フィールドワークならではの男⼥共同参画やダイバーシティ推進の課題は⼗分に共有されてきま
せんでした。遠隔地での⻑期間の調査では、ライフステージによって、研究と家庭⽣活の両⽴の
課題は異なると考えられます。また学⽣の教育では、野外実習を⾏うことから、学⽣が躊躇せず
参加できるような⼯夫や配慮が必須となります。そこで、本シンポジウムの午後の部では、考古
学、地球惑星科学、⽣態学の⽅々から研究分野の特徴や魅⼒、課題や⼯夫などのお話を伺い、フ
ィールドワーク研究分野で誰もが能⼒を発揮し輝くための⽅策について共に考える機会にしたい
と思います。フィールドワークの分野以外の⽅にも、多くのヒントが得られるものと期待しま
す。 

mailto:danjo_office21@djrenrakukai.org


■プログラム 
【午前の部（10:00〜11:30）】 
開会挨拶 半場 祐⼦（男⼥共同参画学協会連絡会第 21 期運営委員会 委員⻑） 
 
「男⼥共同参画活動のさらなる推進にむけて〜加盟学会の好事例共有〜」 
担当：⽇本⽣態学会・⽇本応⽤数理学会 
趣旨説明・加盟学協会のアンケートの結果 
  今井 桂⼦（⼀般社団法⼈⽇本応⽤数理学会） 
加盟学協会の取組紹介 
講演１ ⽇本植物学会のダイバーシティー推進への試み 
成川 礼（公益社団法⼈⽇本植物学会ダイバーシテイー推進委員会 委員⻑） 

講演２ ⽇本技術⼠会の⼥性向け「技術サロン」紹介 
飯島 玲子（公益社団法人日本技術士会男女共同参画推進委員会 委員長） 

講演３ 誰もが輝ける環境を⽬指して,〜⽇本⽣理学会の試み〜 
志牟田 美佐（一般社団法人日本生理学会男女共同参画推進委員会 委員） 

質疑応答・ディスカッション 
 
【昼の部（11:30〜13:00）】 

ポスターセッション(昼⾷を含む) 
 
【午後の部（13:00〜16:30）】司会：半場 祐⼦（第 21 期運営委員会 委員⻑） 
幹事学会挨拶 宮下 直（⼀般社団法⼈⽇本⽣態学会 会⻑） 
歓迎の挨拶 林 ⾹⾥（東京⼤学 理事・副学⻑） 
ご来賓挨拶 
岡⽥ 惠⼦（内閣府男⼥共同参画局 局⻑）  
⼭下 恭徳（⽂部科学省科学技術・学術政策局 科学技術・学術総括官） 

 
「フィールドワーク分野のダイバーシティとインクルージョン  

〜誰もが能⼒を発揮し輝くために〜」 
趣旨説明  
⽣態学会員を対象にしたアンケート結果報告 
宇野 裕美 （北海道⼤学⼤学院地球環境科学研究院 学振特別研究員） 

講演１ アンデス⽂明研究と多様性 
瀧上 舞（国⽴科学博物館 研究員） 

講演２ 激変する極域：多様なアプローチの必要性 
猪上 淳（国⽴極地研究所 准教授） 

講演３ ⽶国における⼥性科学者台頭の半世紀 
北島 薫（京都⼤学農学研究科 教授） 

休憩 14:50〜15:00 
パネル討論 15:00〜15:50 



パネリスト：瀧上 舞、猪上 淳、北島 薫、宇野 裕美 
ファシリテーター：三宅 恵⼦（名古屋⼤学 特任講師） 

休憩 15:50〜16:00 
各種報告・挨拶 16:00〜16:30 
・第 21 期活動報告 半場 祐⼦（男⼥共同参画学協会連絡会第 21 期運営委員会 委員⻑） 
・WGからの報告 
・次期幹事学会からの挨拶 今井 桂⼦（⼀般社団法⼈⽇本応⽤数理学会） 

（お名前は敬称を略させていただきました。） 


